




























































「付着ウラン計測技術J i六フッ化ウラン (UF6) と五フッ化ヨウ素 (IFs)混合物の分離技術」につい
て実規模設備を用いた実験を実施し.その成果を実証した。
以上のように，本論文では，ウラン濃縮プラントの廃止措置に必要とされる除染技術を新たに開発し，
実設備でその有用性を実証した。この放射性物質除染は，今後の原子力産業の将来に向けて必須の技術
であり，これらの研究成果は.工学的に価値あるものである。これより，学位審査委員会は，学位論文
の内容，参考論文等を総合的に判断し，博士(工学)の学位に値するものと判定した。 また，英語の
能力についても確認した。
